












































































 本研究では、2015年 1月に住民基本台帳より各年齢 50名ずつを層化無作為抽出した東京都
杉並区に住む中年期女性（45～64歳）1,000名を対象として、無記名自記式質問紙調査を郵送
法にて行った。調査項目のうち、SOCには「13項目 7件法版 Sense of Coherence Scale」を、




























 本論文では、中年期女性の SOC の要因および機能について、SOC の仮説理論に基づいて、
詳細かつ包括的に検討した。その結果、「良質な人生経験」として Generativity が、「GRRs」
として SCが SOCと関連していた。直接的には「良質の経験」が SOCと関連していたが、高
い SOCが「GRRs」と関連し、豊かな「GRRs」によって「良質の経験」が提供され、SOCを
形成する循環モデルが示された。また、SOCの機能には、精神健康と直接関連があった。そし
て、老後の心配、ワークライフバランスおよび友人関係に関するストレッサーについては SOC
による対処は効果的だが、健康の問題や夫婦関係のストレッサーといった個人の認知や努力だ
けでは対処しきれないストレッサーには SOCによる対処が難しいことが示唆された。 
 本研究では、わが国の都市部在住の中年期女性を対象にして、SOCの仮説理論を基に「要因」
と「機能」について、包括的かつ詳細に検討した初めて実証解明した。中年期女性の SOC の
向上と精神健康の保持増進に寄与するものとして、大きな意義があるといえる。 
